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研究成果の概要（和文）：本研究は、持続可能な発展の経済学的基礎理論に基づき、ジェニュイ
ン・セイビングによる理論的ならびに実証的研究を行う基盤を整えた。次に、ジェニュイン・
セイビング指標の動的経路の分析を行ない、持続可能性な発展のための政策対象を明らかにし
た。最後に、環境評価研究との統合を行ない、ジェニュイン・セイビングの将来値についてよ
り精度の高い将来推計を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：Based on the economic theory of sustainable development, this 

study set up an analytical framework of Genuine Savings indicator for both theoretical and 

empirical researches. Through the investigation of dynamic process of Genuine Savings, we 

clarified the policy target which is aiming to drive the economy to the sustainable path. 

Combined to environmental valuation techniques, we estimated future Genuine Savings 

with higher accuracy. 
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１．研究開始当初の背景 

1950 年代以降、経済発展の経路が効率的

かという視点に基づく経済成長論が盛んに

研究された。ところが、Ramsey – Cass - 

Koopmans モデルに代表されるような経済

成長論では、資本が 1 種類しか想定されてお

らず、パラメタによっては、時が経つにつれ

て効用水準が低下していくのが最適である

という結果も出されていた。しかし、資源の

枯渇問題や世代間不平等問題の顕在化とと
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もに、発展の持続可能性が重要な論題として

上がってきた。そして 1987 年にブルントラ

ント・レポートで持続可能性が再定義され、

効率性と持続可能性をどのように実現して

いくことが望ましいかという視点が明示さ

れる一方、資本も包括的に分析する必要性が

認識されるようになり、ピアスとアトキンソ

ンによりジェニュイン・セイビング(GS)が提

唱された。GS は、人工資本に対する投資だ

けでなく自然資本や人的資本などへの投資

も勘定に入れるための概念である。以降、持

続可能性に関して多数の研究が行われてき

た。たとえば、ダスグプタらは、持続可能な

発展を人間福祉に基づいて考察し、人間福祉

の源としての包括的な富を考え、持続可能性

のチェックを富の増減で判定するための理

論的基礎付けを行なった。 

こうして研究の礎が築かれてから、世界的

には非常に多くの研究がなされており、政策

が引き起こす富の変化を観察することによ

り、持続可能性という観点からの政策評価が

行われるようになった。ただし、実証研究に

おいては、自然資本のシャドウプライスの取

り扱いが最大の課題であった。自然資本のシ

ャドウプライスの推定は、環境評価論で取り

組まれていたものの、持続可能性研究に十分

応用されていなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、経済学的視点にたち、サステイ

ナビリティの達成における諸条件に関して分

析するための理論的基礎を、環境評価手法の

発展を踏まえて整理したうえで、現在の社会

がどの程度サステイナビリティ条件を満たし

ているかを診断し、今後の持続可能な社会を

デザインすることを目的としている。 

 第一に、経済発展過程におけるサステイナ

ビリティ制約を経済学的に定式化し、それを

実証研究が可能なかたちで特定する。これま

での先行研究には、経済成長経路の選択にお

いてサステイナビリティ制約を考慮すること

により、経済面と環境面あるいは社会面のサ

ステイナビリティとの調和を図った研究がい

くつか存在する。例えば、アロー等はサステ

イナビリティ条件として人間の福祉が時間を

通じて減らないことを要請した。すなわち、

時点 での福祉をU とし、割引率δを用いて

t 期 に お け る 現 在 福 祉 tV を
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   で表現したとき、あらゆ

る 0t  に対して / 0tdV dt  であることをサ

ステイナビリティ条件とした。さらに、現実

の社会がこの条件を満足しているか否かを実

証するために、ジェニュイン・インベストメ

ント（GSと同概念）に着目した。ジェニュイ

ン・インベストメントは福祉の源泉となる諸

資本K の変化をその諸資本の社会的価値p

で評価した値である。すなわち、時点tでのジ

ェニュイン・インベストメントを tI で表わせ

ば、 /t it iti
I p dK dt である。この I が正

のとき、そしてそのときに限り、福祉V の変

分が正であることが示されているため、 I の

観察によりサステイナビリティ条件をチェッ

クできる。これに基づけば、サステイナビリ

ティ条件をチェックするために必要な情報は、

資本Ki (の変化)の計測およびそれらの社会的

価値 ip の推定、の2点により得られることが

わかる。そのために、環境評価手法の適用に

ついて考える。 

 また、GSの辿る経路に沿った挙動の含意を

厳密に検討すること、そしてその富指標の経

済学的特徴と政策インプリケーションを考

察することを理論面の目的としている。特に、

持続可能性評価の際に、GSの発展経路の形態

を考慮に入れる分析枠組みを確立する。この



 

 

(1) (2)

Hamilton and

Clemens (1999)

Arrow et al .

(2004)

Country

    China 21.5 22.72 0.86 0.97 4.18 26.38 0.16 218.8

    Bangladesh 2.4 7.14 1.25 0.91 3.66 13.56 0.43 83.7

    India 7.2 9.47 0.82 0.95 1.90 17.23 0.02 1530.8

    Nepal -12.3 13.31 1.43 0.94 2.79 24.14 0.02 2087.6

    Pakistan 4.7 8.75 2.12 0.76 2.90 8.88 0.56 71.4

    United Kingdom 6.6 7.38 1.62 0.78 1.29 7.38 0.01 7253.2

    United States 9.6 8.94 1.03 0.85 1.64 7.06 0.29 180.4

(3)
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枠組みに基づいて、実際に各国あるいは各地

域の持続可能性を評価することを実証面の

目的としている。このとき、世界銀行のWorl

d Development Indicators等のデータで想

定されている計算価格について、環境資本の

経済評価値について検討を行い、計算価格と

して採用する値に対する結果の頑健性を分

析する。さらに、各国・地域のジェニュイン・

セイビングを規定する要因の分析を行い、持

続可能性を高めるために操作すべき要因を

明らかにして政策的含意を引き出すことを

最終的な目的としている。 

 
３．研究の方法 

時系列分析を行うことにより各国の持つ

発展経路の多様性を定量的に観察する。そし

て、その中でどの発展経路が望ましいかにつ

いて、環境基盤の健全な保全が国民福祉の持

続可能な発展につながっているパターンを

抽出し、そうした国の経済システムの特徴を

分析する。 

それに並行して、GS の成長経路について、

成長の安定性を規範とし、その論拠について

検討することにより、持続可能性のための諸

条件を明らかにしていく。 

そのうえで、GS成長経路を規定する要因に

関する分析を行う。特に自然資本（森林資源、

エネルギー資源、鉱物資源、CO2 排出）に着

目し、それらへのどのような投資が健全な GS

成長につながっているかについて、VAR モデ

ル等を用いて定量的に明らかにする。また、

資本の調整コストに着目した経済成長モデ

ルを構築し、経路の安定性がどのように社会

福祉に貢献するかに関わる理論モデルを完

成させ、自然資本への投資と GS 経路の安定

性の関係、および持続可能性への影響を明ら

かにする。 

 また、自然資本のシャドウプライスについ

て、環境評価手法の理論的基礎と整合的にシ

ミュレーションによる将来値の推定を行い、

そのときの GSが辿る経路を推計する。 

 
４．研究成果 

紙幅の理由から、分析した86か国のうちこ

こでは数カ国のみ結果を記す。 

表1 GSの推計値 

表1のとおり、先行研究で持続可能と判断

される国でも、無視できない確率で将来的に

GSが負値をとる国が散見された。たとえば、

バングラデシュは先行２研究（そして本研究

の定常状態）ともに正値の GSを示している

が、43％の確率で50年以内に負値をとる（持

続可能性条件を破綻する）可能性がある。こ

れは、スポット値や平均値だけに注目してい

ると分からない情報であり、経路の形状に着

目して分かった情報である。また、英国と米

国の持続可能性パフォーマンスをみると、ほ

ぼ同程度か米国の方が若干優れた値のよう

に見えるが、シミュレーションの結果は、米

国はそれほど芳しくないということも分か

る。これらの原因は、GSの経路の不安定さに

起因する。そのうえで、GSを変動させている

要因を各国ごとに分析し、GSの安定的成長と

いう目的のためにターゲットとすべき構成

要素も分析し、政策的インプリケーションに

ついても議論した。そして、ジェニュイン・

インベストメントに関する調整コストにつ

いて、数値に基づいて資本基盤の変動の大き

いときのロスを分析した。 

また、環境評価理論と整合的な社会的余剰

による自然資本のシャドウプライスを統合

評価モデルでシミュレーションにより推定



 

 

し、超長期の GS将来値の推計を行なった。

これにより、環境評価手法の持続可能性分析

への応用の基礎が作られた。 

 研究成果は、次項目で掲げるように国内

外の学会や国内外の雑誌で発表するととも

に、2010年2月に、本分野で最高峰の研究を

行なっているケンブリッジ大学のパーサ・ダ

スグプタ教授をはじめ国内外の研究者を集

めたシンポジウムで報告し、意見交換と成果

発信を行った。 
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